
 

 

 

 

 

   
 
 「真実の声」を運営していた元役員（書記）のＰＣを調査した結果、何故か本部

内でしか配布していない資料を手に入れていたことが分かりました。その中には、

各地方本部の組合員数が記載した資料まで入手していました。調査をしましたが、

その資料を誰にもらったのかは「覚えていない」そうです。 

これまで組合員数は手集めで組合費を集めている組合員も多数いるため、各地方

本部の組合員数は公開していません。公開しないことをお伝えしていたのに、何度

も地方毎の組合員数を教えて欲しいと東京地方本部が主張されていましたが、既に

知っていたとは驚きです。 
 

 ２０１９年１２月２４日に発行された、水戸地方

本部の見解の中に「いわゆる３地本の組合員が過半数

を占めているにもかかわらず」と記載がありました。 

 

 中央本部は、これまで組合員を３地本

とそれ以外といった分け方をする必要も

なくそのような発表はしていません。  

そして、見解の中で「意見が確実に封

殺される構図がつくられているのである」と

ここまで組合員にウソをついているなら

ば真実を述べます。 
 

水戸・東京・八王子地本の組合員数は 

組織の過半数ではありません。 
 

○大会代議員数は、１８春闘で置き去りにしてしまった、地方の意見をしっかり聞く

ことを目的に一定の代議員数を確保することを大会議論で決議してきました。 
 

誤った主張はいい加減にやめるべきです！ 
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組合員の信頼回復のために真実を明らかにします！ 

するのは


